
ともに考えよう

大災害への備え

［ 熊谷市危機管理課 ］
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防災学習会
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◆ 避難の３つのポイント

◆ ハザードマップの解説
【洪水・地震】

◆ 災害に備えて、防災情報

本日お話すること
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避難の３ポイント
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ハザードマップで
災害リスク確認

安全な避難先を
事前に確認

早めの避難
につなげましょう

ハザードマップの使い方

避難の３ポイント
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➊
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➋
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➌
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隣近所

自治会

自主防災会

声掛け

避難支援

地域で協力して早めの避難を
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ハザードマップの解説

洪水
確認してみましょう
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洪水ハザードマップ

想定される最大の雨

１０００年に
一度の大雨

１年に一度起こる 今年１００％起こる

１０年に一度起こる 今年１０％起こる

１００年に一度起こる 今年１％起こる

１０００年に一度起こる 今年０．１％起こる

参考
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洪水ハザードマップとは・・・

洪水ハザードマップ

国・県「浸水想定区域図」

市の避難所・避難場所等

の上に

を掲載したマップ
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洪水ハザードマップ【エリア７】 21、22ｐ
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洪水ハザードマップ【エリア７】 21、22ｐ

色の有無
→川からの直接の水が来るのかどうか
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洪水ハザードマップ【エリア７】 21、22ｐ

色の有無
→川からの直接の水が来るのかどうか

色の種類
→水の深さ
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洪水ハザードマップの色
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使ってみよう！ 洪水ハザードマップ

①自宅等の場所に〇をつけ、その場所の色を確認する。
②凡例と見比べて浸水深を確認する。

私が調べた場所の浸水深は でした。



A C

Ａで決壊した
場合

Ｃで決壊した
場合

B

洪水ハザードマップとは・・・
A、B、C…の浸水区域をすべて重ね合わせ、

その地区の「浸水が一番深くなる場合」を表示

Ｂで決壊した
場合

17
川



A C

Ａで決壊した
場合

Ｃで決壊した
場合

B

洪水ハザードマップとは・・・
A、B、C…の浸水区域をすべて重ね合わせ、

その地区の「浸水が一番深くなる場合」を表示

Ｂで決壊した
場合

この地点ではシミュレーション結果が
A＝深さ2.0m B＝深さ1.0ｍ
なので、大きい方の「2.0ｍ」を
ハザードマップに掲載
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川
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荒川・利根川・県管理河川マップ

重ね合わせ図マップ

（全河川）

５～８ｐ洪水ハザードマップ



➡ １階で避難行動

➡ ２階で避難行動

➡ ３階で避難行動

在宅避難の目安

洪水ハザードマップ
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色なし
（浸水想定区域外）



➡ １階で避難行動

➡ ２階で避難行動

➡ ３階で避難行動

在宅避難の目安

洪水ハザードマップ
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色なし
（浸水想定区域外）

最低でも
3日分の備蓄
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凡例

洪水ハザードマップ 9～26ｐ
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家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）

家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）
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ハザードマップの解説

地震
確認してみましょう
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地震ハザードマップ 29～30p
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関東平野北西縁断層帯地震



29～30p

27

私が調べた場所の

計測震度は です。

震度は



28

気象庁HP
「震度とゆれの状況」
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30
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27～28p

阪神・淡路大震災「死因のほとんどは、家屋の倒壊や、家具などの転倒による圧迫死だった」
出典：内閣府HP「阪神・淡路大震災教訓情報資料集【02】人的被害」
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38p
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防災情報



3ｐ
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3ｐ

35早めの避難を心掛ける



避難所・避難場所 33p
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平時

避難所
開設時

熊谷市 避難所開設状況



避難所・避難場所 33p
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情報を入手しましょう 37p

特

に

お

す

す

め

の

３

点

！
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最後に
大災害時には、地域の誰もが被災者になります。

多くの不安を抱えた被災生活の中で、寸断されることの
ない「地域のつながり」があることは、一つの大きな安心材
料になります。

このような「防災学習会」の趣旨を御理解いただき、講師
をつとめてくださった方、参加してくださった皆様に深く感謝
いたします。

全員でお互いに大きな拍手を送っていただければと思い
ます。

熊谷市危機管理課 40


